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もうすぐ開厩２０周年！  

監督 木内 啓司  

 広島県内においては、昨年の西日本豪雨災害の被害から、徐々に日常の姿を取り戻しつつあるところです。今

年度も全国的には多くの災害が発生しておりますが、被災された方々の一日も早い復興を心から願うとともに、

少しでも自分達にできる事を続けてまいりたいと強く感じている今日この頃です。  

さて、中四国地区においては、春季大会より学典競技の部（上位種目）と一般競技の部（下位種目）に分割し

て大会成績が表彰されることとなりました。  

今夏の大会では、上位種目である学典競技の部において広島大学が団体優勝し、大会１０連覇を飾ることがで

きました。一般競技の部においては松山大学に続く２位となりましたが、新馬の調教も順調に進んでおり、秋の

全日本学生馬術大会にも３人馬が出場を決め、調整に余念の無い日々を過ごしているところです。今年は兵庫県

の三木ホースランドパークにて、１０月３１日～１１月５日に開催されますので、お近くの会員の皆様は、是非

とも足をお運びください。  

また、タイトルにもありますとおり、令和２年に馬術部は現厩舎の開厩から２０年という節目を迎えることと

なります。ついては、来年の秋頃に記念行事を開催したいと考えております。後日、ご案内いたしますので、是

非とも厩舎へ遊びにいらしてください。  

馬術部が、順調に好成績を残すためには、会員の皆様からのご支援は欠かせません。毎年の部誌でご無理を申

しますが、今年度は会費・寄付をいただいた皆様を紹介し、御礼に換えさせていただきました。今後ともよろし

くお願い申し上げます。  

また、多くの関係者のお支えのもとに、何とか活動が維持できています。平素から関わっていただいている獣

医さんや瀬野川乗馬クラブの住岡さん、装蹄師の松浦さん有田さん、そしてオリンピックにも出場された蒜山ホ

ースパークの原田喜市さんなど、様々な面からのご支援のお蔭で現在の馬術部があると思っております。  

どうぞ皆様、今後とも広島大学体育会馬術部への熱い応援をいただきますよう、馬術部を代表して心よりお願

い申し上げます。  

 

蒜山トレーニングにて（R1.7.28）  
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名前 岩田浩紀 学年 4 年 学部（学科） 工学部第 2 類 

出身 愛知県 役職 なし 

馬との思い出 ステラと一緒に大学会館前で桜のお花見をしたこと。 

他部員からの

印象 

Y が大好きヤクルトおじさん（3 年） 

尊敬する先輩...だけどお腹が...（2 年） 

馬術部の宝。よく後輩をイジるしイジラられている（1 年） 

 

名前 菊池浩矢 学年 4 年 学部（学科） 総合科学部 

総合科学科 出身 宮崎県 役職 なし 

馬との思い出 馬場できな子(清凪)の放牧中に、一緒に馬場内を駆け回ったこと。 

他部員からの

印象 

いざというとき頼りになる人！（3 年） 

世話焼き...？（2 年） 

わかりやすく教えてくださる、面白い人。きな子が大好きだ 

なって思う。（1 年） 

 

 

名前 栗原直人 学年 ４年 学部（学科） 生物生産学部 

生物生産学科 出身 神奈川県 役職 中国・四国地区学生馬術連盟

幹事長 

馬との思い出 4 年間でいっぱいガブに服を破られました。 

他部員からの

印象 

多趣味である（3 年） 

うまくできないところを教えるのが上手（2 年） 

案外後輩好き、後輩にあおられるのも好きかも。 

効率主義（1 年） 

 

名前 千葉由莉杏 学年 4 年 学部（学科） 工学部第 4 類 

出身 兵庫県 役職 広報補佐 

馬との思い出 チャコピーのマッサージをしたり、ステラを出そうとしたら威嚇されち

ゃったり、ショーリとお散歩したり。 

他部員からの

印象 

馬術部稀代のマネージャー（3 年） 

優しくて明るい人だけど、ネジが一本飛んでいる（3 年） 

美人オーラがでている、その色気をわけてください（1 年） 
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名前 石本和輝 学年 3 年 学部（学科） 生物生産学部 

生物生産学科 出身 広島県 役職 オガ・体育会 

馬との思い出 リドによく噛まれそうになったこと。 

他部員からの

印象 

留年すんじゃねーぞっ！（3 年） 

ミステリアス、もっとさらけ出して！（2 年） 

枝豆が好きなあまりしゃべらない人（1 年） 

 

名前 奥村晃太 学年 3 年 学部（学科） 理学部 

地球惑星システム

学科 

出身 三重県 役職 主将 

馬との思い出 キナイはかわいい！！！ 

他部員からの

印象 

敬う心を忘れたスーパー几帳面主将。最近は彼女ができて浮かれている

らしい（4 年） 

アイドル至上主義者（3 年） 

わからないところをとても丁寧に教えてくれる。尊敬してます    

（1 年） 

 

名前 才迫明日香 学年 3 年 学部（学科） 総合科学部 

総合科学科 出身 広島県 役職 会計 

馬との思い出 フレちゃんとスイカを食べたこと。グルメなことに赤い部分を食べて緑

の部分は吐き出しましたΣ(ﾟДﾟ) 

他部員からの

印象 

ヒザカックンで崩れ落ちる滑舌の悪い面白い人（4 年） 

すごく頑張り屋。ひざが弱点（3 年） 

馬術部の妖精（1 年） 

 

名前 西原幹朗 学年 3 年 学部（学科） 生物生産学部 

生物生産学科 出身 広島県 役職 体育会委員・車両 

馬との思い出 昨年の春中四でリドに突き飛ばされたことを未だに笑われることにな

るとは...。 

他部員からの

印象 

公道に出てくるな‼（4 年） 

何かあれば...何かある西原先輩（2 年） 

よく何かをやらかしている気がする。優しくて頭の良い人（1 年） 

 

名前 村田光平 学年 3 年 学部（学科） 生物生産学部 

生物生産学科 出身 山口県 役職 薬品・装蹄 

馬との思い出 きな子の腹帯締めようとしたらかまれた。めっちゃ痛かった...。 

他部員からの

印象 

総理大臣目指して頑張ってね👍（4 年） 

新車買ってもらってノリにのっている系大臣（2 年） 

ペコペコしてそう（1 年） 
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名前 吉見太佑 学年 3 年 学部（学科） 生物生産学部 

生物生産学科 出身 大阪府 役職 副将、中国・四国地区学生

馬術連盟会計 

馬との思い出 蒜山にてガブのおかげでポロシャツの通気性が良くなりました、２度と

使いませんけどね！ 

他部員からの

印象 

だいぶ気分屋、部畜。（4 年） 

部員の隠し撮りが上手な盗撮魔。最近は投げられたものを何でも食べる

調教をされているやばいやつ（3 年） 

京都の人かな？え、大阪の人なんだ... (1 年） 

 

名前 工藤零也 学年 2 年 学部（学科） 生物生産学部 

生物生産学科 出身 広島県 役職 副将・ボロ・宴会幹事 

馬との思い出 馬で凹み、馬に癒される、馬との日々。 

他部員からの

印象 

すごく真面目だけど焦るといきなり雑な面が飛び出す人間味のある期

待の次期主将（4 年） 

たまにしょうもないギャグ言うやつ（3 年） 

テンションがあまりつかめない人（1 年） 

 

名前 牧史菜 学年 2 年 学部（学科） 生物生産学部 

生物生産学科 出身 兵庫県 役職 馬具 

馬との思い出 放牧中のボロをとってたら、きな子が私の後ろをおとなしくついてき

た。どこに行くのか興味があるのかな。 

他部員からの

印象 

腰の病気が再発しないことを願っています（3 年） 

厨二病（2 年） 

言葉づかいがたまに変（1 年） 

 

名前 森川綾子 学年 2 年 学部（学科） 生物生産学部 

生物生産学科 出身 兵庫県 役職 飼料、会計補佐、中国・四国

地区学生馬術連盟協賛 

馬との思い出 休馬作業で帰るよ！と名前を呼ぶとすぐに来てくれる。 

他部員からの

印象 

リド馬具総ピンク化計画をもくろむ女（3 年） 

ただの生協の職員さん。リドに愛と金とピンク色を注ぐ筆頭（2 年） 

いろいろと教えてくれ、楽しそうに話してくださる（1 年） 

 

名前 渡邉優那 学年 2 年 学部（学科） 教育学部第 5 類 

心理学系コース 出身 広島県 役職 広報 

馬との思い出 昨年はリド、今年は馬運車が頑張った広島 GP 

他部員からの

印象 

滑舌がんばれ（3 年） 

走行も発言も時に暴走気味！？（2 年） 

洋楽聴いてそう（1 年） 
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名前 荒川竜芳 学年 1 年 学部（学科） 工学部 

工学特別コース 出身 岡山県 役職 なし 

馬との思い出 掃除したての馬房にボロされる、初めてクロスしたとき力強さを感じ

た。 

他部員からの

印象 

なんでも真面目に取り組むスーパーアスリート。馬房掃除をウルトラき

れいにするプロフェッショナルである（3 年） 

最初の印象は真面目なできる子。意外とやさぐれているねぇ（2 年） 

人間味なさすぎ（1 年） 

 

名前 神門裕季 学年 1 年 学部（学科） 文学部 

人文学科 出身 島根県 役職 なし 

馬との思い出 手袋をした状態できな子に葉をあげていたら、 

手袋の薬指部分を引きちぎられた。 

他部員からの

印象 

目の奥に何かを秘めている...かも（4 年） 

とても真面目！お酒が強いことには驚き（3 年） 

「ふふ」という笑い方に、癒し系の雰囲気、女子力高め！（1 年） 

 

名前 今雪乃 学年 1 年 学部（学科） 文学部 

人文学科 出身 北海道 役職 なし 

馬との思い出 きな子に足を踏まれてびっくりして洗蹄場で転んだこと。 

他部員からの

印象 

めちゃめちゃよくしゃべる人（3 年） 

ヘビースピーカー（2 年） 

1 年生のテンションの高いまとめ役（1 年） 

 

名前 佐々木咲 学年 1 年 学部（学科） 生物生産学部 

生物生産学科 出身 埼玉県 役職 なし 

馬との思い出 体験乗馬の馬具合わせのときに、トラにシャツのボタンをぐしょぐしょ

にされたこと。 

他部員からの

印象 

いつも明るくて、でもって鞭の使い方が妙に上手い（3 年） 

そそっかしくて見ていて笑かしてくれる。その調子で頑張 

ってほしい（2 年） 

明るい感じで、今ダイエットに熱心に取り組んでいるけれ 

ど、まだまだ道半ば（1 年） 

 

名前 西野宗一朗 学年 1 年 学部（学科） 生物生産学部 

生物生産学科 出身 大阪府 役職 なし 

馬との思い出 ステラの後肢の裏堀をするとよくおならをされること。 

他部員からの

印象 

入部当初は馬術部特有のやばいやつ感を醸し出していたが、仲良くなる

と普通に面白くて良いやつでした（失礼）（3 年） 

1 番強く当たれる後輩（2 年） 

棒（1 年） 
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名前 西村咲野 学年 1 年 学部（学科） 総合科学部 

総合科学科 出身 奈良県 役職 なし 

馬との思い出 人参が 1 本丸ごと自分の手からキナイの口に入っていく光景。滴るオレ

ンジのキナ汁、かじってもらうつもりだったのに。 

他部員からの

印象 

English Master（3 年） 

普段静かだけど馬術部で一番冷静なのかな？（2 年） 

いろんなことに挑戦していてすごいと思う。不思議な 

雰囲気がある（1 年） 

 

名前 林悠太郎 学年 1 年 学部（学科） 文学部 

人文学科 出身 香川県 役職 なし 

馬との思い出 手入れ中にガブに名前の通りガブりと脇腹を噛まれました。それからガ

ブに対しては噛まれないよう手入れ中自分も威嚇しています。 

他部員からの

印象 

かなり浅いところで先輩を舐めている（4 年） 

下谷君とできているんだってさ笑（3 年） 

ネタが豊富。おもしろい（1 年） 

 

名前 山本周太朗 学年 1 年 学部（学科） 生物生産学部 

生物生産学科 出身 愛知県 役職 なし 

馬との思い出 僕はお馬さんをなでるのが大好きなのでよくなでたり乾草を上げたり

しています。特にセーカとトラは人懐っこくてかわいいので推しです。 

他部員からの

印象 

見た目は俺はヤンキーだぜ感がすごいが馬術部内では割と常識人。見た

目に反して熱心に馬術に取り組んでいます（3 年） 

ウェイ系かな？と思ったらウェイ系だった。1 年生元気 3 人衆のひとり

（2 年） 

見た目は派手だけど中身は真面目。セーカを愛している（1 年） 

 

 

 

 

 

 

  

９ 
 

 

 

 



 

  

10 



 

  

11 



 

  

12 



 

  

13 



 

  

14 



 

  

15 



 

  

16 



 

  

17 



～１年生紹介～ 

今 雪乃（文学部 人文学科） 
私は文化系の部活出身なので、大学に入ったら絶対に運動部に入りたい！と思っ

ていたのですが、そういうところは経験者が多くて敷居が高そうと悩んでいました。

そんな時に部活動・サークル紹介で「ほとんどが初心者、文化部出身の人も多く在籍

している」という馬術部の存在を知りました。その後馬に乗せてもらったり先輩方の

お話を聞いたりするうちに馬術部に惹かれていくのを感じ、入部しました。実際入部

してみると覚えることが多くて少々面食らいましたが、それ以上に自分がいま、これ

までとは違う新しいことに挑戦しているということにやりがいを感じます。 

私の目標は馬術の大会で表彰台に立つことです。その目標に向かって日々邁進し

ていけたらと思っています。騎乗面でも作業面でもまだまだ至らない点の多い私で

すが、これからも指導者の方や先輩の皆さん、同期の皆と共に頑張っていきたいで

す。 

 

荒川 竜芳（工学部 工学特別コース） 

初めまして、工学部工学特別コース 1 年の荒川竜芳です。私は高校までひとつの

競技をずっとしてきていたので、せっかく大学に入ったのだから心機一転して新し

いことを何かしたいと思っていました。そんな時、部活動勧誘で馬術部のパンフレッ

トをもらい、とりあえずごはん会に参加して三回レッスンに申し込みました。そして

馬に乗ることの楽しさを知り、期待と不安が半分ずつありましたがとりあえずやっ

てみようとそのまま入部、という感じでした。キツいことも沢山ありますが、騎乗す

るとそんな事は全てどうでもよく思えとても満たされた気持ちになります。 

馬という自身より大きな生き物を扱うだけに多少の怖さはありますが思いやりを

持って接し、少しずつ馬のことを分かっていきたいと思っています。また、命を扱っ

ている責任感を持ち日々活動していこうと思っています。今しかできない貴重な経

験をさせてもらっています、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

山本 周太朗（生物生産学部 生物生産学科） 

生物生産学部 1 年の山本周太朗です。僕は小さい時から動物と人と違ったことが

好きなので、大学の入学式で部活のパンフレットを読んで馬術部を見つけた時に コ

レだ！と思い体験に行きました。体験では先輩方がとても楽しく乗馬のことを教え

てくれたので迷わず入部しました。朝が早かったり作業があったり大変な部分は割

と多い部活ですが、馬に乗るのがとても楽しいので充実感を得られています。 

僕は馬術部と並行して音楽をやっているので長期休みなどは練習に参加できず迷 

18 



惑をかけてしまいますが、指導者さんや先輩や同級生達はとても親切で自分がやり

やすいように柔軟に対応してくれて、とても感謝しています。そんな優しさに僕も応

えられるようにこれから限られた時間の中で上達できるよう集中して頑張っていき

たいと思います。 

 

西村 咲野（総合科学部 総合科学科） 

馬術部に入りたいと思った動機は主に二つあります。一つは、しっかりと体育会系

の部活には所属したことがなく、やりたいことを好きなようやって生きてこさせて

もらったので大変そうな部活に入って心を鍛えたかったということ、二つ目は朝集

合によって規則正しい生活を送ることが出来るかもしれないという期待です。馬術

部で幸せを感じる瞬間は朝日が昇るのを見たとき、晴れた日に馬上で目線をあげて

いると視界にきれいな山々が目に入る時、手入れでいい子にしてくれる馬の顔を拭

いている時です。 

入ってから今まで自分の性に合わないなと思うことは多少ありましたが、それで

も部活にき続けることができたのは、人の言葉は話さない馬たちと尊敬できる指導

者方と先輩、温かい同級生がいたからです。これからも、これらの構成員と有意義な

経験ができるよう頑張りたいです。 

 

佐々木 咲（生物生産学部 生物生産学科） 
私が馬術に興味を持ったきっかけは、中学生の時の軽井沢への家族旅行での体験

乗馬です。それ以前にもポニーのひき馬などで馬に乗ったことはあったのですが、は

じめて大きな馬で速足をさせてもらいそれがとても楽しくて、将来馬術を嗜もうと

心に決めました。高校で馬術部があるところはとても少なく良い感じの高校がなか

ったため、大学で馬術部に入ろうと思い今に至ります。 

学業、部活、バイト、車校と忙しい日々で友人からはよく心配されますが、自分的

にはとても充実した学生生活を送れているなと思っています。この生活を送る中で

も余裕が持てるような人間になるために頑張っていきます、これからよろしくお願

いします。 

 

林 悠太郎（文学部 人文学科） 

入部して早や４ヶ月が経とうとしている。単純に馬と触れ合いたい、関わりたい。

その一心のみで私は広島大学馬術部に入部した。馬術部に入った当初は様々な作業

を教わっていくうちに馬という生き物は大変手間のかかる生き物であるなあと漫然

と考えていた。しかし馬の手入れや馬房掃除、給餌、ボロ処理など本当に多方面に渡

る作業を行うことの経験から馬だけでなく私自身も人間的、社会的に育てられてい

ると感じた。同時に馬に騎乗できる、ということが日々の部員の努力によるものだと 

痛感した。それ故に私が馬に乗る機会をいただければその機会に感謝しなければな 
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らないし、同時に有意義なものにしようという気持ちも芽生えた。 

馬が大好き、という気持ちは入部してから今まで変わっていない。そして馬術部に

入ってから私に分からないことや役立つ知識、騎乗時の指導などを丁寧に丁寧に教

えて下さった先輩方、指導者の方々には本当に感謝の念が絶えることはない。まだま

だ馬術部の生活は始まったばかりではあるが、先輩、指導者の方々から教わったこと

を上手く吸収して早く馬との円滑なコンタクトを可能にし、「馬術」を楽しめるよう

に日々切磋琢磨していきたいと思う。 

 

西野 宗一朗（生物生産学部 生物生産学科） 

生物生産学部 1 年の西野宗一朗です。私は大学に入学する前から何かしら大学生

の時にしかできないようなことをしようと思っていました。もともと私は生き物全

般に興味があったので、この大学の入学式の後に行われた部活動・サークル紹介で馬

術部に少し興味がわきました。そして、3 日間レッスンで初めて馬に乗って楽しく感

じました。それから入部すると馬房掃除やボロ積みなど体力の使うやるべき作業も

多く、また今までにないことがあり覚えるべきことがたくさんあり大変です。そし

て、経験したことが無いほど朝早くから起きることになって日中は眠くなることが

多々あります。朝が早くて友人と遊べる日も限られていて大変なこともたくさんあ

りますが、何となくうまく乗れたように感じられた時の楽しさは今までにしてきた

ほかのスポーツとは何か違う楽しさや喜びがあるように感じる時もあり、大変な作

業や辛いことも癒されます。 

最近の気がかりに睡眠不足と疲労がたまり続けることなどがありますが、それに

も負けず馬と仲良くなり、上手に乗れるようになりたいと思います。 

 

神門 裕季（文学部 人文学科） 

文学部人文学科 1 年の神門裕季です。私は高校で部活動に参加していなかったの

で大学のサークルでは新たなことを始めたいと考えていました。入学式の日、多くの

サークルの方々が勧誘をしているなか、先輩が堂々と馬に乗っている姿を見て馬術

部に興味を惹かれました。その後、体験レッスンで実際に馬に乗る感覚を知り、魅力

を感じて入部を決めました。入部してからは朝早く、活動も多いため大変だとは思い

ましたが、やりがいを感じる部分もあり充実した日々を過ごせていると思います。今

はまだ慣れないことが多く、騎乗の面でもその他の作業に関しても教えて頂きなが

ら徐々に覚えている状態ですが、これから一生懸命取り組んで成長していき、障害・

馬場馬術などで力を発揮できるように努力していきたいと思います。 
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清虎号退厩のお知らせ 
この度、広島大学馬術部を１０年間に渡って支えてきた清虎号が 

広島大学馬術部から退厩し、庄原の田部厩舎へと移動することとなりました。 

そんな清虎号へ向けて、部員や指導者の方々からメッセージを頂きました。 

  

撫でさせてく

れたりとかい

っぱい構ってく

れてありがと

う、私の推し

馬！！(１年 

佐々木) 

春中の時には怒涛

の小 B でした。本当

にトラのおかげで SA

級が取れました。 

ゆっくり過ごして下さ

い。(2年 工藤) 

障害馬術への 

憧れをくれた

馬でした、あり

がとう！！ 

(3年 吉見) どんな障害に

も向かっていく

虎は本当にス

ーパーホース

でした、今まで

ありがとう(4 年 

栗原) 

障害に向かう勇敢な姿は、まさ

に「虎」の名に相応しい活躍で

した。永い間、広島大学馬術部

を支えてくれてありがとう！

(松葉顧問) 

食いしん坊のイメ

ージだけど、活躍

している姿も見た

かった。お疲れ様

(1年 西野) 

障害を恐れることを知らないスーパーホース。飼付

けの時のトラの叫び声が今でも聞こえてくる気がし

ます(笑)トラと共に走った全日本のアリーナはとて

も楽しかったよ。名馬清虎号！またね！(4 年 岩田) 

トラは広大の中で 1 番関わりが少なかった馬

だけど、障害を跳んでいる姿は 1番記憶に焼

き付いています。私が 1 年生の時に付いて

行った全日本で、当時のキャプテンを乗せて

高い障害を次々に跳ぶトラを見て、私も全日

本に行きたいと思いました。トラはいつまでも

ウルトラスーパーアルティメットホースです。あり

がとう！(3年 才迫) 

新馬購入千円積立基金

で購入した最初の馬で、全

日本学生馬術大会の 2

回走行を 2 度ゴールしてく

れました！三木の森でクロ

スカントリー中に失踪し、探

し回った思い出は未だに

忘れられません。やんちゃ

で可愛いトラ、ありがとう！

(木内監督) 

撫でさせて

くれて、癒し

てくれてあ

りがとう。 

(1年 神門) 
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長い間ありがとう、あまり

関われなかったけど、いつ

も一番に餌の時アピール

してましたね。広大を離れ

ても元気で長生きしてね。

(2 年 森川) 

 



 

 

  

憎たらしくも可愛い、良い

馬でした。もっと乗りたかっ

たです。余生は、幸せに。

(2年 牧) 

これからもたくさ

ん食べて元気に長

生きしてくれ 

(3年 石本) 

1 年生選考会で

はお世話になり

ました！今まで

ご 苦 労 様 で し

た！(3年 西原) 

短い間だったけ

ど、食いしん坊

でお茶目なトラ

に携われて幸せ

でした。新天地

ではどうか元気

に過ごしてね。

(2 年 渡邊) 

また元気に走る姿を

この目で見たかった

です、しっかり食べて

休んでください、お

疲れ様(1年 荒川) 

トラへ 

長い間お疲れ様でした。トラは私がまだ現役部

員だったころからいる最後の馬だったので退

厩するのがとても寂しいです。いつでも何でも

食べ物を欲しがって私が別の子に草をあげて

たら鼻を鳴らして「ちょうだい！！！」って言

ってくれるのが可愛くてついついたくさんあ

げてしまっていたのが懐かしいです。トラとは

あまり試合に一緒に出ることはなかったけど、

夏大会で障害に出たときに障害減点が2桁だっ

た記録はいまだに自己ワースト１の成績です。

これからもしっかり食べて、トラらしくすべて

をなぎ倒して進んでいってください。 

(岡田コーチ) 

僕が見たトラは食い意地の張

った馬だなあという印象でし

たがトラが食べているのを見

ると何だか微笑ましかったで

す。向こうでもいっぱい食べ

てね。(1年 林) 

食いしん坊でいつも元気

をくれてありがとう！どん

な障害でも飛ぶトラかっこ

よかったよ(3年 村田) 

食欲全開の癒し

の存在、短い間

でしたがお世話

になりました。あり

がとう！ 

(1年 西村) 

台車を運ぶ音だけで馬房から顔を

出して餌をねだってくるトラがと

ても可愛くて、馬房の前を通る時は

つい構いすぎてしまったのがトラ

との良い思い出です。たくさん食べ

て幸せに過ごしてください。ありが

とう！(1 年 今) 

大会の時の目の輝

きが忘れられませ

ん！全日で完走し

た時は感動しまし

た！(3年 奥村) 
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平成 30 年度会計報告 

収入 

 

 

支出 

 

収入―支出  －￥573,695 
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部費 ¥1,543,500
バイト ¥860,000
援助･補助金 ¥1,159,883
その他 ¥334,400
収入合計 ¥3,897,783

飼料 ¥1,879,499
装蹄 ¥864,408
敷料 ¥124,600
登録関係 ¥165,728
予防注射 ¥74,304
診療費 ¥113,484
薬品 ¥155,367
車輌関係 ¥308,740
大会経費 ¥559,619
馬具 ¥34,305
勧誘 ¥53,619
その他 ¥137,805

支出合計 ¥4,471,478

40%

22%

30%

8%

収入

部費

バイト

援助･補助金

その他

42%

19%

3%
4%

2%
3%

3%

7%

12%

1%1%3%

支出

飼料

装蹄

敷料

登録関係

予防注射

診療費

薬品

車輌関係

大会経費

馬具

勧誘

その他



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OB・OG・関係者の皆様 

 

 

現在会計を務めます 3 年の才迫と申します。 

皆様の日頃のご支援に厚く感謝申し上げます。 

さて、平成 30 年度の会計報告と共に簡単に現在の部の経済状況を説明させて頂きます。 

収入の部では、30 年度は大幅な部員減少に伴い、部費による収入が昨年度に比べ著しく減少しております。

収入源を確保するため、部バイト代や臨時部費を定期的に部員から集めているので、部員の金銭的な負担も昨

年度よりさらに増加しています。 

支出の部におきましては、飼料の高騰化に伴い飼料代が嵩んでいること、厩舎道具の老朽化が進み新しいも

のを購入せざるを得なかったことにより、昨年度に比べると抑えられているとはいえ、支出総額が収入総額を

上回っている状況でございます。 

今年度は新入部員がたくさん入部したことや、JRA 助成金制度が新たに設けられたことにより、収入源の増

加が見込まれますが、会計は依然厳しい状況にあります。 

また、今年の夏は、皆様の厚いご支援のおかげで 3 組の人馬が全日本への権利を獲得し、11 月に三木へ向か

う予定です。全日本学生選手権３名、全日本女子選手権１名の進出も決定いたしました。さらに、9 月に新馬を

また１頭厩舎に迎えました。昨年同様、大会経費や馬の維持費による負担が増加することが見込まれます。 

上のグラフからも確認できますように、この部は OB・OG・関係者の皆様に支えられて成り立っている部活

です。今後も皆様の変わりないご支援を頂けると大変心強く助けられます。何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

文責 馬術部令和元年度会計 才迫明日香 
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【２０１９ 清祀】 

部誌によせて 

部長 小櫃 剛人 

               

「目指すなら見晴らしのよい場所へ」。我が家の階段の一角に、この言葉が添えられたアート作品が飾られて

いる。娘が高校時代に美術の授業で製作したものだ。陸上長距離をしていた娘ならではの作品で、大学駅伝ラン

ナーや陸上競技選手の走っている姿の写真切り抜きをたくさん貼りつけ、その選手たちが目指す遠く向こうに、

うすくぼやけた高い頂きの山が見える。これがたぶん、見晴らしのよい場所なのだろう。とても険しい山で、し

かも霧吹き技法で描かれているために霞んでいる。競技スポーツに限らず、仕事、勉強、研究、なんであれ、少

なからず誰もがそういう思いで頂きをめざしていると信じたい。人によってその頂きの高さや形、見え方も違う

かもしれない。広島大学では、世界トップ 100大学を目指している。広島大学馬術部は国立大学ナンバーワンを

目指している。そこまでの道のりは遠く険しい。しかし、確実に近づいている。夏季中四国大会 10 連覇おめで

とう。ここも見晴らしのよい場所に違いない。ここに到達してまた新たな頂と、これまでの道、そして眼下の広

がりが見えてくることだろう。先に述べた娘の作品の中に、黒い人影がひとり走っている。志半ばで事故のため

に早世した先輩のことを描きたかったと聞いた。ひとりではなく、いろいろな人の多くの思いが、「見晴らしのよ

い場所」につながっているのだと思う。 

 

“感 謝 の 心”を部の伝統に 

清祀会会長（総監督）笠置 洋二 

 

夏季中国四国学生馬術大会の結果は、心残りの部分があるものの、まずまずの成績であったと思っています。

詳細は別稿があるのでここでは省略する。 

さて、広島大学馬術部がどれほど周囲の人々の支援を受けて存在しているのか、改めて記してみたい。 

事前合宿をしたいと希望すれば、合宿所を手配していただき、馬房や馬場を貸していただき、そのうえ時間が

とれれば指導し、乗っていただける国際馬術選手。 

競技会では、馬の具合が悪いといえば、特別に診てくれる獣医さん。 

また、いつでも見てあげるよ といってくれるトップクラスの馬術選手。 

平素、緊急の要望にも、こころよく応じてくださる獣医さんや装蹄師さん。 

部員が増えて練習馬が足りないと困っているとみれば、練習にふさわしい馬を連れてきて指導してくれる乗馬

クラブのオーナーさん。 

同じく練習馬を捜しているけどなかなか適当な馬が見つからなくて・・・・・と漏らすと、すぐ、ふさわしい

馬を特別に手配してくれるオーナーさん。 

当部の人馬のレベルを考慮にいれて、練習用の障害コースをデザインしてくれるコースデザイナーの方。 

ボロの処分、敷料オガクズの入手に困っていると、支援の手を差し伸べてくれる方。 

孟宗竹が欲しいといえば、竹林の所有者を紹介してくれる方。 

もちろん、資金援助・設備の整備・困っていることを相談するとすぐ解決に動いてくれる・陰ながら何かとお

世話をいただくなどの清祀会会員の方々の力強いご支援。 

などなど、広島大学体育会馬術部は本当にたくさんの方々から多大なご支援をいただいて存在し成長している。 
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われわれは、このことを自覚し、深く感謝し、今後とも真摯な態度で馬と向き合い、誠実に周囲の方々と接し

ていかなければならない。 

部員は、このことを胸に刻み、感謝の心を忘れてはいけないし、この心を部の伝統として後輩に伝えていかね

ばならない。 

 改めて“感謝”を自覚した一年であった。 

 

最近、想うこと 

清祀会副会長 田邊 豊晴 

 

夏中四国大会の総合成績１０連覇、誠におめでとうございます。 

部員の努力と精進もさることながら、総監督・監督・コーチ・顧問、そして応援してくださる OBの皆様の総合力

で勝ち続けていることを実感いたします。皆様に感謝いたします。 

今年の夏中四国大会では、栗原君の担当馬「清盛」が直前の怪我の回復が思わしくなく、全登録種目を棄権せ

ざるを得なくなりました。本人は 2年間もコンビを組んで仕上げて来たのでさぞ悔しかったことでしょう。加え

てもう一頭の担当馬「清姜」も気難し屋の性格が出て、学生賞典障害・中障害Ｄともに失権し、残るは複合障害

のみとなり、この競技も最終障害で反抗・膠着？が出てしまいました。栗原君の必死の思いが伝わったのか清姜

も気持ちを切り替えて再トライ、ゴールを切った場面は感動しました。彼の男泣きに私も思わず涙しました。 

昨年、清姜とコンビを組んでいた石橋先輩の『泣くな！』の掛け声も頼もしく聞こえました。 

馬術部から離れて、最近の自分のことについて書きます。 

長く勤めた銀行を退職して、現在は「広島日野自動車」というトラック・バスの販売・整備の会社に勤めて 5年

になります。オーナー企業でとにかく経営のスピード感が早い。プロジェクトの企画・調査・準備・実行・検証

が全て同時進行しているイメージです。当然、良い面も悪い面もありますが、仕事に飽きることはありません。 

自動車整備の職種も人材不足が顕著で、当社も外国人労働者を 40 名近く抱え、今後 100 人位まで増やして行

かなければならないと考えています。このため、フィリピン、ベトナムよりの人材確保に動いており、ここ 1年

は毎月フィリピンか、ベトナムのどちらかへ出張している状況です。 

そこで感じることは、「アジアの成長と活気」です。先ずは人口が多いこと。これだけで熱気が伝わってきま

す。この人口で順調に経済成長してきたら、直ぐに日本の優位性は低下するのではないかとの不安すら感じます。 

また、現地の若い人の行動やファッションが日本の若者と差がなくなってきているとも感じます。東南アジア

の若者から見たら、日本は憧れの国だろうと勝手に思っていましたが、フィリピンとベトナムでお願いしている

日本語通訳の方に「あなたの子供さんの行きたい国はどこですか？」と尋ねると、ベトナムの通訳の方は「子供

は日本より韓国に魅力を感じている」との回答。フィリピンの通訳の方は「オーストラリア、またはタイと言っ

ている」との回答でした。すでに子供たちは日本にそれほどの魅力を感じていないのだな？と寂しく思いました。 

私は、60 歳になって海外との接点が増えましたが、若い学生の皆さんは早い段階で海外に触れてみてくださ

い。得られるものは大きいと思います。 

 

出来ることを出来るだけ 

清祀会関東支部長 上原 昇二 

 

令和元年も夏季中四国大会の総合優勝を勝ち取られたとのこと、誠におめでとうございます。１０連覇と 
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いうことで東広島キャンパスでの開厩２０周年を迎えるにあたり弾みがつきましたね。 

東京オリンピックの準備で世田谷の馬事公苑が使えなくなって以来、関東のＯＢＯＧが集まって全日本 

学生大会の応援をする機会がなく寂しい思いをしております。 

私事になりますが、昨年に 65 歳で退職しまして年金生活に突入しましたが、孫の入退院、長男の入退院

とリハビリ、愛犬の死と続き、何かとサポートに明け暮れる一年になりました。 

せっかくの小淵沢での全日本学生大会にも応援に駆けつけることができず残念でした。 

そんな中でも、たまの乗馬でストレスを発散して元気を取り戻す毎日でした。 

 幸運にも新しい仕事が決まり片道 1 時間半の通勤でクリーンルーム内で半導体製造装置の組立をやって

おります。ウェハ搬送装置の組立を担当していますが、自分の子供の年齢のメンバーとチームワークで仕事

をしており楽しくもあり苦しくもありです。どうみても私が最高齢のようで皆からは「上じー」と呼ばれて

いて、床に這いつくばって配線作業をやっていると「上じー大丈夫ですかー？」と声をかけられる始末です。 

 考えてみればこの歳で働けているだけで有難いことなのですが、大きな病気もなく過ごせているのは馬

を続けてきたお陰かもしれません。毎日一万歩と階段 20 階上り下りの生活がいつまでできるかわかりませ

んが、老人ホームにいる母の口癖『出来ることを出来るだけ』を肝に銘じて、健康な老後が送れるようにし

たいと思う今日この頃です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八王子馬場から広大馬術部にエールを送ります！ 

 

２０１９年初秋近況報告 

顧問 松葉 弘将 

 

清祀会会員の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

本年も蒜山ホースパークにて、夏季中国四国学生馬術大会が開催され、広島大学は学生賞典大会総合優勝、

学生大会総合準優勝、全日本学生馬術大会へも 3人馬が出場権を獲得する事が出来ました。 
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私が主に担当した清隼号は目立った成績は残せませんでしたが、高齢にも関わらず下級生の障害部門を中心

に頑張ってくれました。鞍傷が出来やすく管理面で難しい事も多かったですが、指導者の皆様のご協力や、担

当部員が丁寧に管理してくれた事で調子を維持する事が出来ました。この事は、馬の体調を安定させ、馬の気 

持ちを前向きにする事の大切さを改めて気づかさせてくれました。 

また、平野コーチにメインで担当してもらっている清凪号も順調な成長を遂げており、全日本学生総合馬術

競技への出場権を獲得出来ました。10月初旬には三木での総合ホーストライアルにも参加する予定にしてお

り、広島大学としては 12年ぶりの総合完走を目指して調整していきます。応援よろしくお願いします。 

そして、永年に渡って障害のエースとして活躍してくれた清虎号が 9月 2日をもって広島大学を退厩しまし

た。携わる機会は少なかったですが、誰が乗っても勇敢に障害に向かっていく様はまさに「虎」の名に相応し

い活躍だったと思います。晩年は脚元の不安との戦いでもありましたが、快方に向かい新天地でも活躍してく

れる事を願います。 

最後になりましたが、昨年から今年まで多くの遠征や大会に参加しましたが、現地では沢山の方々のご支援

を頂きました。寄付や差し入れを頂くだけでなく、時には馬房掃除や退厩の積み込み、帰厩の荷下ろしを手伝

ってもらった事もありました。ありがとうございました。沢山の方々に馬術部は支えられているという感謝の

気持ちを忘れずに、これからも日々頑張っていきたいと思います。来年には開厩 20周年、また蒜山ホースパー

クでは全日本学生選手権大会も開催される予定です。今後も厚いご支援どうぞよろしくお願い致します。 

 

「変化」 

コーチ 岡田 佳那子 

 

局地的な豪雨などの自然災害や消費税の増税など世の中は不穏なニュースが多いですが、皆様おかわりありま

せんでしょうか。馬術部としては元号が平成から令和にかわり、中四国学生馬術大会も 2部制になる「変化」が

多い年になっております。学生大会の 2部制は中四国ではなかなかエントリー数の関係で難しいと思っておりま

したが、各大学実情などを踏まえて「学生賞典部門」と「一般競技部門」の２つに分かれることになり、それぞ

れに優勝校と馬匹、選手を表彰するようになりました。皆様の日ごろのご支援のおかげで春大会は両部門共に優

勝、夏大会は学生賞典部門で優勝、一般部門で準優勝をすることができました。こうした「変化」に対して今ま

での 4年間で最優秀選手や全日本学生を目指すという目標を掲げてきたため、ついつい不満や残念に思ってしま

いがちです。私も最初は賞の増加ばかりで実のない改変だなと残念に思っておりました。しかし、馬の数や能力

に限りがあり実際にすべての学生が全日本を目指せるわけではありません。これまでにたくさんの学生が全日本

学生に出場する傍ら、出たくても出れなかった選手がいます。そうした選手の目標や将来全日本学生を目指す下

級生の中間目標として一般競技部門の制覇を狙っていきたいと今大会で考えるようになりました。今年度は私自

身も変化に対応できず、これまで通り「全日本学生」に重きを置いてましたが、来年度は学生章典部門のみだけ

でなく一般競技部門で優勝や優秀選手を目指すという目標を持つということも大切だと私の考え方にも「変化」

が生じました。「あの頃はよかった」と人は過去を美化してしまう傾向があります。来年には東京の馬事公苑も

新しくなり、私が現役学生の時に厩舎にいた馬はこの度清虎号が退厩したことでいなくなってしまいました。馬

術部を取り巻く環境はめまぐるしく変化していく昨今ですが、これまでの伝統を引継ぎつつも変化の良いところ

を柔軟に取り入れていきたいと思います。 

さて、今年度は 4年生 3人全員が全日本学生の切符を手にすることができました。ドキドキ、ハラハラさせる

3 人ですが最後に素晴らしい結果を残してくれると期待しています。三木で皆様にお会いできるのを楽しみにし

ております。 
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総合馬育成の道 

コーチ 平野 彩 

 

皆さま、ご無沙汰しております。2017 年 10 月にコーチに復帰し、早 2 年が経とうとしております。昨年に引

き続き、今年も千円積立購入馬の 2頭の牝馬、きな子（清凪号）とセーカ（清香号）を担当させていただいてお

ります。今回は恐れ多くも「総合馬育成の道」と題して、私と２頭と担当部員の成長記録をお伝えいたします。 

まず、私は馬術向きの体格ではありません。運動神経も悪いです。なので、馬に乗る・調教をする上では、馬

の精神面（勇気）を鍛える障害系の方が望みがあると思っています。でも、障害を飛ぶのも少し怖いのです。幸

い、オクサーにハマったり、障害の上に落馬して痛い思いをしたりしたことはありませんが、過去に乗ってきた

馬は障害に対して自信がなかったり、自信を失わせてしまったりしていたので「障害は失敗が許されない」とい

う意識がかなり強いからです。そういうわけで、あまり大きい障害を飛ばなくてもいい総合馬育成に励んでおり

ます。 

そんな私に先日、退厩した清虎号は自信満々で障害に向かう馬の素晴らしさと走り出したら止まらない馬の恐

ろしさを教えてくれました。新馬２頭を調教するにあたって、落下があっても障害で拒止・逃避をしないこと、

引っ張ったら止まることを心掛けています。 

さて、きな子とセーカでは少しシチュエーションが違いますが、２頭に付いてくれた部員たちも決して、上手

に乗れる部員ではありません。それもそのはず、自分たちが現役の内にモノになるかもどうかもわからない新馬

に労力を割きたいと思うのは奇特です。しかも、他の人馬が休むような雨が降りの日や寒くて馬場が凍った日も

できるだけ馬出しをしました。初めの内は、下手っぴな部員は乗せられません。寒い朝、一生懸命、布団から出

てきても乗れない日々が続きました。ようやく乗せてもらえるようになっても大したことはできません。きっと

主戦馬に乗っている同期を見て焦りも感じたでしょう。このような新馬調教に付き合ってくれた部員には本当に

感謝していますし、おかげで順調に２頭が成長しています。下手っぴだった部員も贔屓目ですが、心技体ともに

頼もしくなりました。 

人馬を鍛えるためには競技会に参加するのが一番です。次ページに挙げた通りこの２年間でほぼ毎月、競技会

に参加しました。しかし、競技会に参加するにはそれ相応の準備が必要です。人馬を一定レベルに仕上げること

はもちろん、遠征費を工面しなくてはなりません。部には十分な遠征資金が無いので、今年からは「きなフレ積

立」を始めました（表中の網掛けは積立金で参加した競技会です）。競技補助員として雇ってくださるよう競技会

主催者にお願いし、選手や付き合ってくれる下級生とともに参加したのです。時には飼育奨励金を稼ぐこともで

きました。慣れないうちは、競技に出ながら、競技補助員を務めるのは大変でしたが、いつも参加する部員は競

技会や競技場にも慣れて、余裕が生まれたと思います。また、競技中に一緒に過ごすことでチームビルディング

にも繋がりました。 

数年前のＯＢ戦で「自分の戦歴」を書く機会がありました。その時、笠置総監督の用紙を盗み見ると、たくさ

んの馬で様々な戦歴をお持ちでした。驚いて、「笠置さんは現役の時、そんなにたくさんの馬で賞を取ったのです

か？」と聞くと、「これは自分が乗って取った賞じゃない。自分が調教した馬が取った賞だ。」とおっしゃりまし

た。その時は「なんだかずるいな。」と、思ったのですが、今となってみれば、その方がかっこいいですね。私も

諸先輩方に負けないように引き続き頑張ります。皆さまの想いとご寄付は決して無駄にはしませんので、今後と

もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

35 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

自信満々で飛越する清凪        遠征で Getした数々のリボンたち 
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清凪（きな子） 清香（セーカ）

前進気勢あり（特に速歩）

飛越力あり

環境変化に動じない

強い脚扶助に抵抗

飛越後に走る

巻き込み気味

ストライドが小さく短節

前進気勢あり

後躯の踏み込み良し

音は気にするが物見はしない

脚扶助に抵抗（立ち上がる）

頭頸が安定せず吹く

大会名 開催場所

3月 春季学生大会 広工大 80cm ー

5月 広島GP 広工大 Ａ３、80cm ー

6月 岡山県ＨＳ 蒜山ＨＰ 90cm ー

7月 練習会 西農馬場 ー 他所での初めての練習（クロス）

Ｌ１、90cm Ａ２、90cm

80cm、グラスアリーナ馴致 70cm、グラスアリーナ馴致

12月 全乗振講習会 岡山乗馬 ー
90cm

※JRA戸本氏の講習を受ける

12月 藤田杯 広工大 90cm 80cm

冬季

3月 春季学生大会 広工大
ワンスター、100cm

※２部で最優秀馬匹

Ａ４、100cm

※２部で優秀馬匹（２位）

5月 岡山ＧＰ 岡山乗馬
100cm

※★★★クラスの競技会に挑戦

80cm

※いろいろな学生を乗せてみる

6月 三木馴致 三木ＨＬＰ

6月 岡山県ＨＳ 蒜山ＨＰ 110cm 90cm

8月 夏季学生大会 蒜山ＨＰ Ｌ１、110cm、ダービー Ｌ１、90cm

110cm、ダービー 100cm

10月 総合トライアル 三木ＨＬＰ ＥＶ９０ （ＥＶ８０）

11月 全日本学生 三木ＨＬＰ 学生賞典総合馬術（ワンスター） ー

グラスアリーナ、クロカンコース馴致

※夏季学生大会よりもハイレベルのコースに挑む

乗り始めの印象

清凪・清香遠征記録

9月 マロンカップ 三木ＨＬＰ

遠征年月 最高出場クラス

2018年

乾壕、グリーンシート水濠、田部水濠の馴致

※後退で池に入ることができた。※バンケットは問題なし

※バンケット馴致

広大馬場にて

2019年

8月 岡山国体記念大会 蒜山ＨＰ

8月 夏季学生大会 蒜山ＨＰ



【清祀会トピックス】 

◎障害横木の寄贈について 

平成３１年卒部生（石橋、岩室、加藤、高橋、藤本、藤原）より卒部記念品として障害横木を寄贈いただき

ました。清祀会からも半額を負担して、合わせて２０本の横木をきれいに塗装して仕上げました。確実に馴致

の効果も出ています。みんなありがとう！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎絵馬レプリカの奉納について 

５年前の広島市豪雨災害にて、奉納後間もなく土砂とともに流されてしまった絵馬でしたが、この度、再建

された細野神社に複製した絵馬を再奉納することができました。 

地域の皆様に感謝するとともに、この地が永遠に平和であることを切に願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎田部百之介記念ＢＯＸについて 

故・田部百之介名誉監督の功績を讃え、田部百之介記念ＢＯＸを設置しました。 

外装は写真のとおり。内装は…開厩２０周年でお披露目です。(田部眞一郎氏からの寄贈です。) 
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【報告】 

◎会費・寄付・新馬購入千円積立金の御礼について 

会員の皆様、毎年の会費寄付及び新馬購入千円積立金へのご協力、誠にありがとうございます。ここに、過

去３年間のご協力者のお名前を掲載し、御礼に換えさせていただきます！ 

卒年等 氏名（敬称略） 卒年等 氏名（敬称略） 卒年等 氏名（敬称

略） 

名誉会員 佐々信三 S52 三原孝義 H15 太田円 

名誉会員 田部眞一郎 S53 大窪玄栄 H15 隠居宗行 

特別会員 石谷博子 S53 関伊津子 H15 村田圭太郎 

特別会員 松浦康裕 S53 中井裕正 H17 常山鉄平 

特別会員 松葉弘将 S54 岩渕英司 H17 浜田由希子 

S35 島田豊実 S55 林俊雄 H17 越智康博 

S36 景政崇彦 S55 岩本哲史 H18 宮城元嘉 

S38 福場秀登 S55 久保田守 H20 長谷川聡子 

S39 能勢雅紀 S56 田邊豊晴 H22 嶽満寿美 

S41 下田富隆 S56 黒木正信 H23 甲斐藍 

S41 塩口正 S57 秋山尚義 H23 平野彩 

S41 葉山倫明 S58 天ケ瀬由美 H23 川崎雅也 

S42 山本直樹 S59 宇根昭典 H23 岡田佳那子 

S42 大段雄二 S60 松浦節子 H25 帖佐幸樹 

S43 佐竹勝利 S60 井出崎功 H25 帖佐夏央里 

S43 笠置洋二 S63 戸村達哉 H27 野地詩織 

S44 天満優子 H01 平岡純子 H28 黒澤明莉 

S45 春成勝英 H02 外山和利 H28 大上あすみ 

S45 玉利文和 H03 佐藤亜紀 H28 北山大貴 

S46 新谷信雄 H04 井坂真弓 H28 宮地千聖 

S46 平塚誠一 H05 木内啓司 H28 藤澤真奈美 

S46 浅川直樹 H06 北浦美由紀 H28 住田大亮 

S46 桑原典子 H06 石川勇人 H28 松永赳尭 

S47 桑原寛行 H07 中村治 H29 藤井啓右 

S48 川手三枝子 H08 三笠史登 H29 佐々木やまと 

S49 昆野隆夫 H08 土井富美久 H29 宮川慧 

S50 上原昇二 H08 田中雅人 H29 米谷まり 

S50 山田一徳 H08 田中紀子 H30 二井岡友美 

S50 伊藤義明 H09 北村麻子 H31 石橋愛実 

S51 山田久美栄 H12 玉崎舞 H31 岩室徳成 

S52 西村修 H13 河野幹章 H31 高橋梨花 

S52 西尾俊彦 H13 田中智久   
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